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１．東京電力(株)福島第一原子力発電所１～４号機の廃炉を進めて

いく上で、日々約４００立米発生している汚染水の問題は、最も

深刻な課題の一つである。汚染水の量を抜本的に低減させるため

には、地下水の流入量を抑制する必要がある。このため、本年４

月より開催された「汚染水処理対策委員会」の取りまとめにおい

て、東京電力が取り組んでいる地下水バイパス、建屋近傍のサブ

ドレンによる地下水位の管理等の対策に加え、追加的な対応策も

含めて重層的に施策を進め、信頼性の高い全体計画とする必要が

あり、凍土方式による遮水壁の設置が適切であるとされた。 

今後、遮水壁について、その早期実現等のため、土木、水位管理

の専門家に加えて、凍結工法の専門家が参画する実務的なタスクフ

ォースを汚染水処理対策委員会の下に設置して、概念設計、施工計

画の策定等の評価、進捗管理等を行う。 

 

 

2．陸側遮水壁タスクフォースの構成は、次のとおりとする。なお、

必要に応じて、メンバーの追加を行う。 
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